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一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問

　 9月定例会では、21人の議員が一般質問を行いました。
　質問の持ち時間は答弁を含めて 1人60分です。
　ここでは紙面の都合上、 1人 1項目を選び質問・答弁を
要約し、ジャンルごとにまとめて掲載しました。

　
平
成
28
年
8
月
5
日
、
鬼
高

3
丁
目
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

跡
地
で
、
タ
ン
ク
の
解
体
作
業

中
に
爆
発
事
故
が
起
き
た
。
事

　
昨
今
、
子
ど
も
の
貧
困
が
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

本
市
に
は
「
子
ど
も
の
貧
困
対

策
法
」
施
行
以
前
か
ら
、
生
活

　
災
害
被
害
の
抑
制
に
は
地
域

防
災
力
の
向
上
が
必
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
市
が
交
付
す
る
自
主

防
災
組
織
資
器
材
購
入
費
等
補

　
平
成
27
年
10
月
、
市
内
15
か

所
に
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
が
開
設
さ
れ
た
。
保
健
師
等

の
専
門
職
に
相
談
で
き
る
施
設

　
内
閣
府
の
自
殺
対
策
白
書
に

お
け
る
過
去
42
年
間
の
統
計
に

よ
る
と
、
18
歳
以
下
の
子
ど
も

の
自
殺
者
数
に
関
し
て
は
、
夏

　
高
齢
化
率
の
進
行
に
伴
い
要

介
護
認
定
の
申
請
件
数
が
年
々

増
加
し
て
い
る
。
判
定
結
果
は

申
請
日
か
ら
30
日
以
内
に
通
知

　
国
府
台
県
営
住
宅
は
築
約
50

年
の
団
地
で
あ
り
、
現
在
、
建

て
替
え
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
現
場
周
辺
は
道
が
狭
く
、

　
市
は
平
成
27
年
3
月
に
市
川

市
住
生
活
基
本
計
画
を
策
定
し

た
。
計
画
に
定
め
る
3
つ
の
基

本
目
標
の
筆
頭
に
「
誰
も
が
暮

石
原
よ
し
の
り
議
員
（
民
進・連
合・社
民
）

大
場　
諭
議
員
（
公
明
党
）

増
田
好
秀
議
員
（
無
所
属
の
会
）

久
保
川
隆
志
議
員
（
公
明
党
）

故
の
原
因
と
被
害
状
況
を
問
う
。

ま
た
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な

安
全
対
策
を
行
っ
て
い
る
か
。

答
　
本
件
事
故
は
、
タ
ン
ク
に

付
属
す
る
配
管
を
切
断
す
る
際

に
発
生
し
た
火
花
が
、
残
留
し

困
窮
家
庭
の
子
ど
も
向
け
の
学

習
支
援
等
を
自
主
事
業
と
し
て

積
極
的
に
実
施
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
の
民
間
団
体
が
あ
る
。
そ

こ
で
、
市
と
し
て
、
こ
れ
ら
の

団
体
と
連
携
し
て
い
く
こ
と
に

助
金
の
申
請
状
況
は
ど
う
か
。

ま
た
、
防
災
倉
庫
等
を
示
す
減

災
マ
ッ
プ
作
成
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
市
の
認
識
を
問
う
。

答
　
本
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
度
は
31
組
織
、
28
年

だ
が
、
高
齢
化
社
会
に
備
え
る

に
は
、
対
応
要
員
の
確
保
、
更

に
市
や
社
会
福
祉
協
議
会
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
全
体

で
の
支
え
合
い
が
必
要
で
あ
る
。

セ
ン
タ
ー
の
業
務
内
容
を
問
う
。

休
み
明
け
の
9
月
1
日
が
突
出

し
て
多
く
、
新
学
期
の
始
業
日

も
そ
れ
に
続
き
多
く
な
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え

て
、
本
市
が
現
在
行
っ
て
い
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

す
る
の
が
原
則
だ
が
、
現
状
で

は
延
期
通
知
を
交
付
し
、
30
日

を
超
え
て
判
定
結
果
を
通
知
す

る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
遅
れ

る
要
因
と
、
改
善
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

住
宅
も
近
接
し
、
解
体
工
事
等

が
始
ま
れ
ば
近
隣
住
民
の
生
活

に
影
響
が
出
る
。
今
後
、
県
と

市
が
連
携
し
、
住
民
生
活
へ
の

影
響
の
軽
減
に
努
め
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
市
の
対
応
を
問
う
。

ら
せ
る
仕
組
み
づ
く
り
」
と
あ

り
、
今
後
新
規
に
行
う
施
策
の

中
に
「
高
齢
者
居
住
安
定
確
保

計
画
の
検
討
」
が
あ
る
が
、
そ

の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
　
高
齢
者
居
住
安
定
確
保
計

て
い
た
可
燃
性
ガ
ス
に
引
火
し

爆
発
し
た
も
の
と
見
ら
れ
て
お

り
、
男
性
1
名
が
怪
我
を
し
た

他
、
付
近
の
店
舗
、
車
両
が
破

損
す
る
被
害
が
出
た
。
こ
の
よ

う
な
解
体
工
事
の
場
合
、
多
く

は
事
前
に
相
談
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
際
に
は
解
体
方
法
や

残
留
危
険
物
の
処
置
方
法
等
に

つ
い
て
聴
取
し
た
上
で
、
安
全

対
策
を
指
導
し
て
い
る
。

つ
い
て
、
ど
う
考
え
る
か
。

答
　
民
間
団
体
と
の
連
携
は
、

当
該
団
体
の
運
営
や
学
習
支
援

等
の
態
勢
に
問
題
が
な
く
、
児

童
生
徒
に
有
益
な
も
の
で
あ
れ

ば
、
運
営
の
趣
旨
等
に
つ
い
て

保
護
者
に
情
報
提
供
を
行
う
こ

と
は
可
能
で
あ
る
。
具
体
的
に

は
、
学
校
等
を
通
じ
て
、
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
配
付
す
る
等
の
協

力
が
考
え
ら
れ
る
。

度
は
9
月
1
日
現
在
で
25
組
織

か
ら
申
請
が
あ
っ
た
他
、
要
望

の
あ
っ
た
無
線
機
等
11
品
目
を

対
象
に
追
加
し
た
。
今
後
も
制

度
の
周
知
を
図
る
。
ま
た
、
地

域
減
災
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、

市
が
作
成
し
た
市
域
全
体
の
マ

ッ
プ
を
基
に
、
地
域
独
自
の
情

報
を
追
加
し
た
マ
ッ
プ
の
作
成

に
取
り
組
め
る
よ
う
、
先
行
事

例
等
の
情
報
提
供
を
進
め
た
い
。

答
　
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
は
、
24
時
間
・
3　6　5
日
体

制
で
窓
口
や
電
話
で
の
相
談
業

務
を
行
っ
て
お
り
、
内
容
を
的

確
に
把
握
し
課
題
を
明
確
に
し

た
上
で
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
繋
げ
て
い
る
。
ま
た
、

高
齢
者
が
地
域
で
自
立
し
た
生

活
が
で
き
る
よ
う
、
医
療
機
関

や
民
生
委
員
等
と
の
連
携
に
も

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

答
　
具
体
的
な
例
と
し
て
、
保

健
セ
ン
タ
ー
が
自
殺
予
防
に
関

す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、

そ
れ
を
7
月
に
各
学
校
の
生
徒

指
導
主
任
会
で
説
明
し
た
上
で
、

小
学
6
年
生
と
中
学
生
の
全
児

童
生
徒
に
対
し
配
付
し
て
い
る
。

ま
た
、
各
学
校
の
全
学
年
で
、

発
達
段
階
に
応
じ
、
道
徳
の
時

間
等
に
お
い
て
命
を
大
切
に
す

る
教
育
を
推
進
し
て
い
る
。

答
　
通
知
が
遅
れ
る
要
因
と
し

て
は
、
年
々
介
護
認
定
の
申
請

件
数
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
や
、

か
か
り
つ
け
医
の
不
在
に
よ
り

主
治
医
意
見
書
の
入
手
に
時
間

を
要
し
て
い
る
こ
と
等
が
あ
る
。

1
審
査
会
当
た
り
の
審
査
件
数

あ
る
い
は
開
催
数
を
増
や
す
等
、

近
隣
市
の
状
況
等
も
参
考
に
、

現
状
の
課
題
解
決
に
向
け
見
直

し
を
行
っ
て
い
く
。

答
　
県
か
ら
事
業
実
施
に
向
け

た
事
業
計
画
相
談
書
の
提
出
を

受
け
手
続
を
進
め
て
い
く
中
で
、

近
隣
住
民
か
ら
要
望
等
が
あ
れ

ば
、
市
か
ら
県
に
そ
の
要
望
を

伝
え
、
内
容
に
よ
っ
て
は
市
が

間
に
入
り
調
整
等
を
行
う
。
ま

た
、
周
辺
道
路
は
幅
員
が
狭
い

こ
と
か
ら
、
工
事
で
は
十
分
な

安
全
対
策
を
講
じ
る
よ
う
県
に

し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
く
。

画
は
、
高
齢
者
向
け
賃
貸
住
宅

の
供
給
に
よ
り
高
齢
者
の
居
住

の
安
定
を
図
る
も
の
で
、
24
年

8
月
に
県
の
計
画
策
定
の
際
に

は
本
市
と
も
協
議
等
を
行
っ
て

い
る
。
市
と
し
て
は
、
今
後
調

査
の
中
で
求
め
ら
れ
た
新
た
な

課
題
に
つ
い
て
も
県
計
画
の
見

直
し
時
に
反
映
さ
せ
る
と
共
に
、

市
独
自
の
計
画
の
策
定
に
つ
い

て
見
極
め
て
い
き
た
い
。

事
故
原
因
は 

安
全
対
策
は
行
っ
て
い
る
か

残
留
ガ
ス
に
引
火 

事
前
相
談
に
応
じ
指
導

民
間
と
の
連
携 

ど
の
よ
う
に
考
え
る

有
益
な
も
の
で
あ
れ
ば
周
知
し
た
い

地
域
で
の
減
災
マ
ッ
プ
作
成 

市
の
認
識
は

先
行
事
例
等
の
情
報
提
供
を
進
め
た
い

地
域
と
の
連
携
が
重
要 

業
務
の
内
容
は

相
談
に
応
じ
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
に
繋
げ
る

夏
休
み
明
け
に
突
出 

現
在
の
取
り
組
み
は

7
月
に
自
殺
予
防
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布

判
定
結
果
通
知
の
遅
れ 

改
善
策
は

審
査
会
の
開
催
数
等
の
見
直
し
行
う

近
隣
へ
の
生
活
に
影
響 

市
の
対
応
は

住
民
要
望
や
安
全
対
策
等 

県
に
伝
え
る

高
齢
者
居
住
安
定
確
保
計
画
の
検
討
と
は

県
計
画
へ
の
新
た
な
課
題
の
反
映
な
ど

ガソリンスタンド跡地爆発事故

子どもの学習支援

自主防災組織の活動充実

高齢者サポートセンター

18歳以下の自殺対策

要介護の認定

国府台県営住宅建て替え

高齢者の安心な住まい

桜
井
雅
人
議
員
（
日
本
共
産
党
）

堀
越　
優
議
員
（
公
明
党
）

浅
野
さ
ち
議
員
（
公
明
党
）

廣
田
德
子
議
員
（
日
本
共
産
党
）

生 活 保 健

福 祉

　
第
6
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
の
下
で
、

平
成
27
年
度
に
は
柏
井
地
区
に
、

28
年
度
に
は
原
木
地
区
に
、
そ

れ
ぞ
れ
1
事
業
者
が
特
別
養
護

老
人
施
設
の
運
営
事
業
者
と
し

て
選
定
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
こ

の
2
事
業
者
に
対
す
る
支
援
等

に
つ
い
て
、
市
は
具
体
的
に
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
　
選
定
さ
れ
た
事
業
者
は
、

施
設
開
設
に
係
る
手
続
を
進
め

て
い
く
が
、
市
と
し
て
は
、
事

業
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
関
係

機
関
等
と
の
調
整
を
速
や
か
に

図
る
と
共
に
、
近
隣
住
民
の
理

解
や
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
、

事
業
者
と
連
携
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修

費
用
の
助
成
等
、
介
護
に
従
事

す
る
人
材
確
保
を
支
援
し
た
い
。

加
藤
武
央
議
員
（
創
生
市
川
第
1
）

原木地区等の新規事業者への支援は
介護従事者の確保等を支援していく

特別養護老人施設

福 祉

防 災


